
今月の内容
・夏到来！糸ヶ浜を遊びつくせ！
・農業関係の補助事業のお知らせ
・�写真は、大神片原津区で行われた田植え体験会の様子

お
い
し
い
お
米
に

　
　
　
　
育
つ
よ
う

心
を
込
め
て

　
　
　
植
え
ま
し
た
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糸ヶ浜を遊びつくせ！
夏到来！

　

い
よ
い
よ
夏
休
み
シ
ー
ズ
ン
に
突
入
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
今
年
の
レ
ジ
ャ
ー
の
計

画
は
も
う
お
決
ま
り
で
す
か
？

　

日
出
町
の
夏
の
定
番
ス
ポ
ッ
ト
と
い
え

ば
、
や
っ
ぱ
り
糸
ヶ
浜
海
浜
公
園
。
遠
浅
で

小
さ
な
お
子
様
も
安
心
し
て
楽
し
め
る
海
水

浴
場
を
中
心
に
、
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
、
ロ

グ
キ
ャ
ビ
ン
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
野
球
も
で

き
る
運
動
場
を
備
え
た
総
合
レ
ジ
ャ
ー
公
園

で
す
。

　

海
上
散
歩
を
楽
し
め
る
サ
ッ
プ
や
、
海
を

眺
め
な
が
ら
の
お
食
事
を
楽
し
め
る
砂
浜
食

堂
、
大
人
も
子
ど
も
も
楽
し
め
る
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
も
大
人
気
。

　

今
年
の
夏
の
レ
ジ
ャ
ー
は
、
近
場
で
楽
し

め
る
糸
ヶ
浜
海
浜
公
園
で
遊
び
つ
く
そ
う
！

サップ（Stand Up Paddleboard）

キ
ャ
ン
プ
＆

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

※海水浴場の開設期間は
　7 月 1 日～ 8 月 31 日です。

海
を
眺
め
な
が
ら
ゆ
っ
た
り
♪

海
の
上
を
ス
イ
ス
イ
散
歩
！

空の下で食べる
食事は格別！
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糸
ヶ
浜
周
辺
を
１
０
０
倍
楽
し
め
る

大
神
海
岸
線
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
を

　
　
　
　
　
　
好
評
配
布
中
！

※�

二
の
丸
館
な
ど
町
内
各
所
で

　

配
布
し
て
い
ま
す

オートキャンプ場 ログキャビン

パークゴルフ場ビーチカフェ砂浜食堂
≪問合先の一覧≫
■�キャンプ場・オートキャンプ場・ログ
ハウス・テニスコートについては
　糸ヶ浜管理事務所　☎ 72-0555
■パークゴルフ場については
　糸ヶ浜パークゴルフ場管理事務所
　☎ 72-8989
■運動場については
　中央公民館　☎ 72-8608
■糸ヶ浜サップテラス
　☎ 080-5252-7744
■ビーチカフェ砂浜食堂
　☎ 75-6969
■大神エリアの観光全般については
　日出町観光協会　☎ 72-4255
※�各施設の料金、定休日、営業時間など
はHPなどでご確認ください。

木
の
香
り
に
包
ま
れ
て
！

大
人
も
子
ど
も
も

み
ん
な
楽
し
め
ま
す
よ
！

おなかが空いたら砂浜食堂へ！
※料理の写真はイメージです

車で来てそのままキ
ャンプ！

2018.7 ②2018.7③



HIJI  TOWN  TOPICS

まちの話題
公式 Facebook で

町の旬な情報をリアルタイムで発信中！

日出町フェイスブック

５月～６月

　

５
月
31
日
、
町
と
大
分
県
建
設
業
協

会
杵
築
日
出
支
部
と
の
意
見
交
換
会
が

役
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、『
災
害
時
等
に
お
け
る
緊

急
作
業
等
に
つ
い
て
の
協
定
』
を
締
結

し
て
い
る
両
者
が
、
災
害
発
生
時
に
円

滑
に
協
力
し
て
い
け
る
よ
う
に
と
、
毎

年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
。

　

開
催
に
あ
た
り
、
遠
藤
建
作
支
部
長

は
「
災
害
時
に
は
、
ま
ず
一
番
に
駆
け

つ
け
て
対
応
す
る
こ
と
が
課
題
。
皆
さ

ん
の
ご
意
見
を
お
聞
き
し
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
。

　

意
見
交
換
会
で
は
、
協
定
の
内
容
の

再
確
認
を
は
じ
め
、
災
害
時
の
連
絡
体

制
や
、
業
務
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
な

ど
に
つ
い
て
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。

町
と
大
分
県
建
設
業
協
会
杵
築
日
出
支
部

災
害
時
の
対
応
に
つ
い
て
意
見
交
換意見を交わす出席者ら

　

こ
の
体
験
会
は
、
岩
城
さ
ん
の
好
意

に
よ
り
、
い
ち
ご
の
収
穫
の
時
期
に
あ

わ
せ
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、

今
年
で
９
年
目
。
今
回
は
、
藤
原
幼
稚

園
と
大
神
幼
稚
園
の
園
児
あ
わ
せ
て
30

名
を
招
待
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

園
児
ら
は
、
い
ち
ご
の
摘
み
方
を
教

わ
っ
た
後
、
手
渡
さ
れ
た
袋
を
持
っ
て

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
な
か
へ
。
た
わ
わ

に
実
っ
た
い
ち
ご
を
前
に
園
児
ら
は
思

わ
ず
に
っ
こ
り
。

　

ハ
ウ
ス
内
の
い
ろ
ん
な
場
所
で
「
あ

ま
い
！
お
い
し
い
！
」「
大
き
な
い
ち

ご
見
つ
け
た
！
」
な
ど
の
言
葉
が
響
い

て
い
ま
し
た
。

　

い
ち
ご
狩
り
体
験
が
終
わ
っ
た
後
、

園
児
ら
は
招
待
し
て
く
れ
た
岩
城
さ
ん

に
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と

元
気
よ
く
お
礼
を
言
っ
て
い
ま
し
た
。

幻
想
的
な
ホ
タ
ル
の
乱
舞
を
鑑
賞

真
那
井
桜
川
ホ
タ
ル
祭
り

　

５
月
26
日
、
真
那
井
地
区
で
ホ
タ
ル

祭
り
（
真
那
井
な
ご
み
倶
楽
部
ホ
タ
ル

を
守
る
会
の
主
催
）
が
開
催
さ
れ
、
会

場
の
真
那
井
公
民
館
で
は
多
く
の
来
場

者
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
大
神
中
学
校
吹
奏
楽
部

に
よ
る
演
奏
や
バ
ン
ド
演
奏
、
ひ
ょ
っ

と
こ
踊
り
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
か
ら
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ

る
桜
川
で
は
、
日
没
後
か
ら
ホ
タ
ル
が

出
現
し
始
め
、
20
時
く
ら
い
に
ピ
ー
ク

を
迎
え
ま
し
た
。
ピ
ー
ク
時
に
は
数
百

の
ホ
タ
ル
が
川
の
上
を
乱
舞
。
黄
緑
色

の
光
が
暗
闇
の
な
か
に
無
数
の
帯
を
描

き
出
す
幻
想
的
な
光
景
に
、
来
場
者
の

目
は
釘
付
け
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

無数のホタルが乱舞する光景

「あまくておいしい！」

いちご狩りを楽しむ園児ら

た
く
さ
ん
の
い
ち
ご
を
前
に
に
っ
こ
り

幼
稚
園
児
が
い
ち
ご
狩
り
体
験

　

５
月
30
日
、
大
神
照
川
区
の
岩
城
農

園
（
園
主
・
岩
城
保
さ
ん
）
で
、
町
内

の
幼
稚
園
児
が
い
ち
ご
狩
り
を
体
験
し

ま
し
た
。
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HIJI  TOWN  TOPICS

一緒に料理を作る学生と児童ら

世
界
の
料
理
を
通
じ
て
交
流
を
深
め
る

国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

　

６
月
10
日
、
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋

大
学
（
Ａ
Ｐ
Ｕ
）
の
学
生
と
町
内
の
小

学
生
と
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
が
、
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
Ａ
Ｐ
Ｕ
の
学
生
グ
ル
ー
プ
『
Ｓ
Ａ

Ｓ
』
と
町
が
共
同
で
毎
年
実
施
し
て
い

る
も
の
で
、
今
回
は
約
40
名
が
参
加
。

　
『
世
界
の
料
理
を
楽
し
も
う
！
』
で

は
、
参
加
者
ら
は
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
、
各
国
の
料
理
づ
く
り
に
挑
戦
。
そ

の
後
、
各
グ
ル
ー
プ
で
作
っ
た
料
理
を

全
員
で
試
食
し
、
感
想
を
話
し
合
っ
て

い
ま
し
た
。

　
『
国
際
大
運
動
会
』
で
は
、体
を
使
っ

た
各
国
の
ゲ
ー
ム
に
親
子
で
参
加
。

ゲ
ー
ム
を
通
じ
て
そ
の
国
の
文
化
を
理

解
す
る
と
と
も
に
、
交
流
を
深
め
て
い

ま
し
た
。

未
来
に
残
そ
う
青
い
海
！

町
立
幼
稚
園
で
海
洋
環
境
教
室

　

６
月
11
日
、
日
出
・
藤
原
・
川
崎
の

各
町
立
幼
稚
園
で
海
洋
環
境
教
室
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
６
月
の
海

洋
環
境
保
全
推
進
月
間
に
あ
わ
せ
て
毎

年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
。

　

教
室
を
主
催
す
る
大
分
海
上
保
安
部

の
職
員
ら
が
、
海
洋
環
境
保
全
に
関
す

る
紙
芝
居
や
寸
劇
な
ど
を
通
じ
て
『
海

や
川
に
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
』『
ビ
ニ
ー

ル
な
ど
の
ゴ
ミ
を
食
べ
物
と
勘
違
い
し

て
ウ
ミ
ガ
メ
が
食
べ
て
し
ま
う
』
と

い
っ
た
こ
と
な
ど
を
伝
え
ま
し
た
。

　

寸
劇
で
は
、
幼
稚
園
の
先
生
が
エ
キ

ス
ト
ラ
と
し
て
参
加
。
海
を
汚
す
悪
者

た
ち
に
か
ら
ま
れ
る
先
生
を
海
上
保
安

庁
の
マ
ス
コ
ッ
ト
『
う
み
ま
る
』
く
ん

が
助
け
る
姿
に
、
園
児
た
ち
は
大
興
奮

の
様
子
で
し
た
。

萬里先生の墓前で合掌する日出小の児童ら

郷
土
の
碩
学
・
萬
里
先
生
を
偲
ん
で

第
１
６
７
回
帆
足
萬
里
忌
辰
祭

　

日
出
町
出
身
で
『
豊
後
の
三
賢
人
』

の
一
人
と
し
て
知
ら
れ
る
帆ほ
あ
し足

萬ば
ん
り里

（
１
７
７
８
～
１
８
５
２
）
を
偲
ん
で
、

６
月
14
日
、
第
１
６
７
回
忌き
し
ん
さ
い

辰
祭
が
萬

里
の
墓
所
（
日
出
佐
尾
区
）
で
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。
法
要
に
さ
き
が
け
、
日

出
小
学
校
４
年
生
の
児
童
と
参
列
者
ら

が
『
萬
里
先
生
賛
歌
』
を
斉
唱
。

　

忌
辰
祭
を
主
催
す
る
帆
足
萬
里
忌
辰

祭
実
行
委
員
会
の
利
光
正
文
実
行
委
員

長
は
、「
萬
里
先
生
の
遺
徳
を
偲
び
、

業
績
を
称
え
、
こ
れ
を
後
世
に
語
り
継

い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ

い
さ
つ
。

　

龍
泉
寺
の
山
﨑
祐ゆ
う
か
い介
住
職
が
読
経
す

る
な
か
、
来
賓
と
し
て
出
席
し
た
本
田

町
長
、
森
町
議
会
議
長
を
は
じ
め
、
多

く
の
参
列
者
が
焼
香
を
行
い
ま
し
た
。

救命胴衣について教わる園児ら（藤原幼稚園）

植え縄に沿って１列ずつ苗を植える参加者ら

お
米
づ
く
り
の
大
変
さ
を
知
る

片
原
津
区
で
田
植
え
体
験
会

　

６
月
17
日
、
大
神
片
原
津
区
で
地
域

の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
ら
を
対
象
と

し
た
田
植
え
体
験
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
体
験
会
は
、
片
原
津
区
農
村

環
境
保
全
会
議
（
岩
尾
昭
市
代
表
）
が

毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
今
回
で

11
回
目
の
開
催
。
今
年
は
約
50
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

地
元
農
家
の
方
か
ら
苗
（
も
ち
米
）

の
植
え
方
を
教
わ
っ
た
後
、植
え
縄（
等

間
隔
に
稲
を
植
え
る
た
め
に
赤
い
目
印

を
付
け
た
縄
）
を
使
っ
て
一
列
ず
つ
手

植
え
し
ま
し
た
。

　

泥
に
足
を
取
ら
れ
な
が
ら
の
作
業
に

最
初
は
手
間
取
っ
て
い
た
子
ど
も
た
ち

も
、
列
が
進
む
に
つ
れ
段
々
と
上
達
。

１
時
間
ほ
ど
で
約
５
㌃
の
広
さ
の
田
ん

ぼ
い
っ
ぱ
い
に
苗
を
植
え
ま
し
た
。
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HIJI  TOWN  TOPICS

ホテルソラージュ大分・日出

日出町民感謝デー

■町民感謝デーの開催日　７月８日（日）
※�正式オープン期間は、７月 14 日（土）～
９月２日（日）になります。
■時間　10 時～ 17 時（受付終了 16 時）
■料金　大人、中高生、小人
　　　　一律 500 円（特別優待価格）
※�ブラックドラゴンフリーパスポート料金
は別です。
■注意事項
◇飲食の持ち込みはできません。
◇タトゥ、刺青のある方は入場できません。
■問合先
　ホテルソラージュ大分・日出　☎ 72-1800

7/8
（日）

大人気のスライダーを体感しよう！

　ホテルソラージュ大分・日出では、日頃のご愛顧に感謝して、『日出町
民感謝デー』を開催します。当日は、日出町民に限り、スプラッシュプー
ル『ガオ』が特別優待価格でご利用いただけます。

表彰された南悦子さん

日
出
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

南 
悦
子
さ
ん
に
県
会
長
表
彰

　

５
月
29
日
、
大
分
県
食
生
活
改
善
推

進
協
議
会
総
会
が
県
庁
で
開
催
さ
れ
、

そ
の
な
か
で
豊
岡
太
田
区
の
南
悦
子
さ

ん
が
表
彰
（
県
会
長
表
彰
）
さ
れ
ま
し

た
（
直
近
の
県
会
長
表
彰
は
、
平
成
25

年
度
に
日
出
内
堀
区
の
後
藤
公
子
さ

ん
、
平
成
28
年
度
に
大
神
照
川
区
の
大

星
洋
子
さ
ん
）。

　

南
さ
ん
は
、
日
出
町
食
生
活
改
善
協

議
会
の
会
員
と
し
て
20
年
以
上
に
わ
た

り
活
動
し
、
地
域
住
民
の
食
生
活
改
善

と
健
康
増
進
に
尽
力
。
地
域
で
の
料
理

教
室
な
ど
を
通
じ
て
、『
母
の
味
』『
手

作
り
の
大
切
さ
』
を
伝
え
て
き
ま
し

た
。

　

南
さ
ん
は
「『
母
の
手
作
り
料
理
』

を
多
く
の
方
に
食
べ
て
い
た
だ
き
た
い

と
い
う
思
い
で
活
動
し
て
き
た
。
ま

た
、
今
ま
で
支
え
て
く
れ
た
多
く
の
仲

間
に
感
謝
し
た
い
。
買
っ
て
温
め
れ
ば

す
ぐ
食
べ
ら
れ
る
今
の
時
代
だ
か
ら
こ

そ
、『
母
の
味
』
を
子
や
孫
に
し
っ
か

り
と
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
活
動
に
か
け
る
思
い
を
語
っ
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
６
月
19
日
、
同
協
議
会
に
よ

る『
食
育
の
日
』街
頭
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
が
町
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
国
の
食
育
推
進
基
本
計
画

で
定
め
ら
れ
て
い
る
『
食
育
月
間
』（
毎

年
６
月
）、『
食
育
の
日
』（
毎
月
19
日
）

に
あ
わ
せ
て
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
。

　

街
頭
で
の
啓
発
活
動
で
は
、
通
行
人

に
啓
発
チ
ラ
シ
や
野
菜
の
種
な
ど
を
配

布
し
た
ほ
か
、
６
月
23
日
・
24
日
の
２

日
間
に
わ
た
り
大
分
市
で
開
催
さ
れ
た

『
第
13
回
食
育
推
進
全
国
大
会
in
お
お

い
た
』
の
チ
ラ
シ
も
あ
わ
せ
て
配
布
し

ま
し
た
。

街頭での啓発活動の様子

2018.7 ⑥2018.7⑦



開会式・オープニング
■日時　10月６日（土）17時～ 20時
■場所　芸術文化ゾーン
　　　　　iichiko 総合文化センターグランシアタ（屋内会場）
　　　　　県立美術館前歩行者天国（屋外会場）
■内容　�○�プロローグ（17時～）
　　　　　（大分県吹奏楽連盟特別編成吹奏楽団による演奏）
　　　　○式典（17時 10分～）
　　　　○オープニングステージ（17時 40分～）
　　　　○エピローグ（18時 40分～）
　　　　○記念アトラクション（19時～）
■総合司会者　賀来  千香子  氏

入場者募集
※�グランシアタ（屋内会場）が対象（歩行者天国は申
込不要）。
■受付期間　７月２日（月）～８月 10日（金）
■応募方法
①HPから申込　②はがき　③ FAX
■その他
○１回の応募で２名まで申込可
○１名につき１回限り応募が可能
○応募多数の場合は抽選
○�応募条件など詳細は、HPまたはチラシでご確認く
ださい。
■申込・問合先
　国民文化祭・全国障害者芸術・文化祭
　開会式・オープニング係（㈱大宣 内）
　〒 870-0037　大分市東春日町 1-8
　☎ 097-538-3535 ／ FAX  097-534-8083

日出町内でのイベントの
運営ボランティアを募集します
�
　会期中に日出町内で行われるイベントについて、来
場者受付、誘導案内、チケットもぎり、障がい者の補
助などを行っていただくボランティアを募集します。
■募集期間　7月 2日（月）～ 8月 6日（月）
■応募資格
○高校生（満 15歳）以上の方
○研修に参加できる方
※�障がいのある方が参加される場合は、障がいの程度に
より介護者の付き添いをお願いする場合があります。

■対象イベント
①子どもミュージカル〔11月 17日（土）〕
②暘谷駅前広場ステージイベント〔11月 17日（土）〕
③�吹奏楽部、栗コーダーカルテット演奏会〔11月 18
日（日）〕
④瀧廉太郎記念音楽祭〔11月４日（日）〕
⑤ザビエルの道ウオーキング大会〔10月 21日 ( 日 )〕
⑥�フォークダンスの祭典  メキシコ舞踊団公演〔11月
23日 ( 金祝 )〕
■活動条件
①報酬はありません。
②活動場所・研修会場までの交通費は自己負担です。
③�活動の日程・場所・内容は、申込内容をもとに町実
行委員会で調整のうえ決定します。
④ボランティア保険には事務局で加入いたします。
⑤�本人の申し出によるほか、指示に従っていただけな
い場合、文化祭関係者・観客への迷惑行為があった
場合などには、登録を取り消すことがあります。ま
た、登録いただいても状況によっては活動機会がな
い場合もあります。
■今後のスケジュール
①全体研修・・・8月 26日（日）、9月 1日（土）
②業務別研修会・・・9月予定
■応募方法
　�申込書に必要事項を記入のうえ、FAX、メール、郵送
または持参のいずれかの方法でお申し込みください。

※�申込用紙は町のＨＰからダウンロードするか、役場本
庁舎案内所、交流ひろばＨｉＣａＬｉ、生涯学習課各窓
口に備えています。
■申込・問合先
　�国民文化祭、全国障害者芸術・文化祭日出町実行委
員会事務局
　（日出町教育委員会  生涯学習課　担当：河野、原田）
　☎ 73-3156 ／ FAX  72-8680
　Ｅメール：  kono.hideki@town.hiji.lg.jp

ときめき作品展　作品募集
　県内の障がいのある方を対象とした作品展です。日
出町からもたくさんの申し込みをお待ちしています。

■募集作品　
　絵画・工芸・写真・書・陶芸・合作の６部門
■展示会場　iichiko アトリウムプラザ（大分市）
■展示期間　11月１日（木）～５日（月）
※�応募いただいた作品は、引き続き、交流ひろば
HiCaLi にて開催する国民文化祭関連イベント『アー
ト作品展』（11月８日～ 25日）でも展示させてい
ただきます。
■申込書
　�福祉対策課  障害福祉係に備え付けています（日出
町のＨＰからもダウンロードできます）。
■申込期間　８月１日（水）～ 31日（金）
■申込先　福祉対策課　障害福祉係
　　　　　☎ 73-3126 ／ FAX  73-2833
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制度改正や手続き、暮らしに役立つ行政情報のお知らせ

▼
お
お
い
た
夏
の
事
故
ゼ
ロ
運
動

　　

夏
の
行
楽
期
に
は
、
県
内
外
か
ら
の

観
光
に
よ
る
交
通
量
の
増
加
や
、
暑
さ

か
ら
く
る
疲
労
な
ど
に
よ
り
、
追
突
事

故
な
ど
の
交
通
事
故
の
増
加
が
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
県
民
一
人
ひ
と
り
が

交
通
安
全
に
つ
い
て
考
え
、
交
通
ル
ー

ル
の
遵
守
と
交
通
マ
ナ
ー
の
向
上
に
取

り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
夏
期
に
お
け

る
交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
ま
す
。

　

交
通
安
全
運
動
期
間
中
は
、
特
に
以

下
の
項
目
に
注
意
し
て
、
安
全
運
転
に

心
が
け
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
運
動
の
重
点

◎
横
断
歩
道
で
の
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
推
進

◇�

歩
行
者
が
横
断
し
て
い
る
と
き
や
、

横
断
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
き
は
、

横
断
歩
道
の
手
前
で
一
時
停
止
し
て

歩
行
者
を
優
先
し
ま
し
ょ
う
。

◇�

横
断
す
る
と
き
は
左
右
の
安
全
確
認

を
し
て
、
手
を
挙
げ
て
横
断
歩
道
を

渡
り
ま
し
ょ
う
。

◎
高
齢
者
と
子
ど
も
の
交
通
事
故
防
止

◇�

子
ど
も
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
な
ど

に
対
す
る
思
い
や
り
の
あ
る
運
転
を

し
ま
し
ょ
う
。

◇�

早
朝
・
夜
間
・
夕
暮
れ
の
外
出
時
は
、

明
る
い
服
装
で
反
射
材
を
身
に
つ
け

ま
し
ょ
う
。

◎
追
突
事
故
の
防
止
～
３
秒
の
車
間
距
離
～

◇�

し
っ
か
り
と
前
を
見
て
、
速
度
を
控

え
め
に
し
ま
し
ょ
う
。

◇�

前
車
と
は
３
秒
の
車
間
距
離
で
、
ゆ

と
り
の
あ
る
運
転
を
こ
こ
ろ
が
け
ま

し
ょ
う
。

◎
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

◇�

歩
道
を
通
行
す
る
と
き
は
、
歩
行
者

を
優
先
し
ま
し
ょ
う
。

◇�

自
転
車
安
全
五
則
を
守
り
ま
し
ょ

う
。

①�

自
転
車
は
、
車
道
が
原
則
、
歩
道
は
例
外

②
車
道
は
左
側
を
通
行

③�
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
車
道
寄
り
を
徐
行

④
安
全
ル
ー
ル
を
守
る

　

�

飲
酒
運
転
・
２
人
乗
り
・
並
進
の
禁

止
、
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯
、
交
差

点
で
の
信
号
遵
守
と
一
時
停
止
・
安

全
確
認

⑤
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用 

◎�

全
席
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
着
用
の
徹
底

◇�

後
部
座
席
を
含
む
全
て
の
座
席
の

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
正
し
い
使
用
を
徹
底
し
ま

し
ょ
う
。

■
運
動
期
間

　

�

７
月
11
日
（
水
）
～
７
月
20
日
（
金
）

■�

日
出
町
交
通
安
全
推
進
協
議
会
に

お
け
る
運
動
期
間
中
の
一
斉
行
動
日

（
早
朝
街
頭
啓
発
活
動
）

　

７
月
11
日
（
水
）・
20
日
（
金
）

■
問
合
先　

生
活
環
境
課

☎
73
‐
３
１
２
８

▼�

国
民
年
金
保
険
料
納
付
免
除
・
猶
予

制
度
が
あ
り
ま
す

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
経
済
的

に
困
難
な
場
合
に
は
、
申
請
に
よ
り
保

険
料
の
納
付
が
免
除
・
猶
予
と
な
る『
保

険
料
免
除
制
度
』
や
『
納
付
猶
予
制
度

（
50
歳
未
満
の
方
）』
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
退
職
（
失
業
）
を
理
由
と
し
た
特

例
免
除
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　

本
人
お
よ
び
配
偶
者
、
世
帯
主
の
前

年
所
得
が
一
定
以
下
で
あ
る
こ
と
が
条

件
で
す
（
た
だ
し
、
免
除
等
の
承
認
を

受
け
た
期
間
は
、
保
険
料
を
全
額
納
付

し
た
場
合
に
比
べ
、
将
来
受
け
取
る
年

金
額
は
少
な
く
な
り
ま
す
）。

　

現
在
、
免
除
を
受
け
て
い
る
方
で
、

引
き
続
き
免
除
を
希
望
さ
れ
る
方
も
、

７
月
以
降
改
め
て
申
請
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
免
除
申
請
は
、
過
去
２
年
１
カ

月
前
ま
で
遡
っ
て
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。

■
問
合
先　

住
民
課　

年
金
係

☎ 
73
‐
３
１
２
２

▼�

中
央
公
民
館
主
催
教
室

　『
美
術
・
芸
術
・
文
化
鑑
賞
教
室
』

■
開
催
日
時　

８
月
７
日
（
火
）

　

９
時
～
17
時
（
予
定
）

■
研
修
先　

久
留
米
市
美
術
館　

　
『
名
画
が
奏
で
る
８
つ
の
フ
ー
ガ

　

青
木
・
セ
ザ
ン
ヌ
・
ル
ノ
ワ
ー
ル

　

�

ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
美
術
館
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
展
』

■�

集
合
場
所　

中
央
公
民
館
集
合
後
、

研
修
バ
ス
に
乗
車

■�

受
付
期
間　

７
月
２
日
（
月
）
～
７

月
20
日
（
金
）

■�

費
用　

事
務
連
絡
費
、
美
術
館
入
館

料
、
昼
食
代

■
定
員　

25
名

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

■
対
象　

日
出
町
在
住
の
方

■
申
込
・
問
合
先　

中
央
公
民
館

☎
72
‐
８
６
０
８

▼
し
い
た
け
栽
培
研
修
生
募
集

　

し
い
た
け
栽
培
へ
の
就
農
を
検
討
中

の
方
、
就
農
間
も
な
い
方
な
ど
を
対
象

と
し
た
研
修
で
す
。

①
栽
培
基
礎
研
修

■�

研
修
日
程　

９
月
か
ら
３
月
に
か
け

て
の
計
４
回
（
日
曜
日
）

■�

場
所　

農
林
水
産
研
究
指
導
セ
ン

タ
ー
林
業
研
究
部
き
の
こ
グ
ル
ー
プ

（
豊
後
大
野
市
）・
林
業
研
修
所
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■
募
集
人
員　

40
名

②
生
産
現
場
通
型
研
修

■�
研
修
日
程　

10
月
か
ら
３
月
ま
で
の

最
大
12
日
間

■
場
所　

優
良
生
産
者
の
生
産
現
場

■
募
集
人
員　

５
名

■�

申
込
方
法　

県
東
部
振
興
局
の
林

業
・
木
材
・
椎
茸
班
で
受
講
申
込
書

に
記
入
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■�

締
切
日　

①
、
②
ど
ち
ら
も
７
月
30

日
（
月
）
ま
で

■�

経
費　

研
修
参
加
費
無
料
（
交
通

費
、
昼
食
費
な
ど
は
自
己
負
担
）

※�

希
望
者
多
数
の
場
合
は
選
考
と
な
り

ま
す
。

■
問
合
先　

県
東
部
振
興
局

☎
０
９
７
８
‐
72
‐
０
１
５
６

▼
狩
猟
免
許
試
験
の
実
施

■
日
時

①
第
一
種
・
第
二
種
銃
猟
免
許

　

８
月
18
日
（
土
）
９
時
～
17
時

②
網
猟
・
わ
な
猟
免
許

　

８
月
19
日
（
日
）
９
時
～
17
時

■
場
所　

杵
築
市
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
受
付
期
間

　

７
月
23
日
（
月
）
～
８
月
７
日
（
火
）

■
申
込
先　

県
東
部
振
興
局　
　

☎
０
９
７
８
‐
72
‐
０
１
５
６

▼
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ミ
ナ
ー
の

　
開
催
募
集

　

災
害
が
発
生
し
た
際
に
行
う
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
円
滑
か
つ
安
全
に
行
う

た
め
の
知
識
の
習
得
と
技
術
の
体
験
を

目
的
と
し
て
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま

す
。
７
月
31
日
（
火
）
ま
で
参
加
申
込

を
受
け
付
け
ま
す
。

■
主
催

①
地
区
・
日
赤
日
出
町
分
区

②
日
本
赤
十
字
社
大
分
県
支
部

■
対
象　

地
域
住
民
（
一
般
）

※�
防
災
に
つ
い
て
初
心
者
の
方
を
対
象

と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
に
な
り
ま
す
。

■
開
催
期
間　

９
月
～
翌
年
３
月
ま
で

■
講
座
日
程

　

�

ハ
イ
ゼ
ッ
ク
ス
で
の
炊
き
出
し
、

ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
を
１
日
か
け
て

の
セ
ミ
ナ
ー

■
定
員　

30
名
程
度

■
経
費

　

地
区
・
分
区
の
負
担
は
会
場
費

※�

支
部
の
負
担
は
、
昼
食
代
お
よ
び
そ

の
他
講
習
に
か
か
る
経
費

■
そ
の
他

　

�

準
備
物
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

開
催
す
る
地
区
・
分
区
と
協
議
し
ま

す
。

■
注
意
事
項

　

�

今
年
度
は
、
県
内
の
１
カ
所
で
の
開

催
予
定
の
た
め
、
希
望
が
多
数
の
場

合
は
調
整
を
行
い
ま
す
。

■�

問
合
先　

日
赤
日
出
町
分
区
（
福
祉

対
策
課
内
）

☎
73
‐
３
１
２
１

▼
地
籍
調
査
事
業
登
記
完
了
の
お
知
ら
せ

■
調
査
年
度　

平
成
26
年
度

■
実
施
地
区

　

大
字
川
崎　

内
野
・
青
津
山
地
区

■
問
合
先　

農
林
水
産
課　

地
籍
係

☎
73
‐
３
１
５
４

▼�

樹
木
伐
採
の
お
願
い

　

町
道
に
隣
接
す
る
民
地
か
ら
、
生
垣

や
樹
木
が
道
路
上
に
は
み
出
し
、
通
行

の
障
害
と
な
っ
て
い
る
箇
所
が
見
受
け

ら
れ
ま
す
。
特
に
道
路
の
幅
が
狭
い
場

所
で
は
、
事
故
に
繋
が
る
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
の
で
、
官
民
境
界
を
越
え
る
樹

木
や
生
垣
の
所
有
者
の
方
は
、
伐
採
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
先　

都
市
建
設
課

☎
73
‐
３
１
７
２

『声の町報』お届けします
　町では、視覚障がいをお持ちの方を対象とした『声の町
報』（『広報ひじ』の音声版）を、ボランティアさんの協力
を得て制作しています。
　つきましては、『声の町報』がご必要な町民の方は、以
下までお申し込みください。お申し込みいただいた方には、
毎月『声の町報』を無料でお送りします。

■『声の町報』について
○�ボランティアさんが『広報ひじ』の記事を読み上げ、そ
れを録音したものになります。
※時間などの制約上、すべての記事は読み上げておりません。
○�媒体は CDのみとさせていただきます（カセット、MD
などは当方に機器がないため対応できません）。
■申込・問合先
　政策推進課  広報広聴係　☎ 73-3116

ご家族・ご友人などに
視覚障がいをお持ちの方がおられましたら、

『声の町報』のことを、ぜひ教えてあげてください。
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制度改正や手続き、暮らしに役立つ行政情報のお知らせ

農業関係の補助事業をぜひご活用ください。

○農業生産活動に対する支援

１．経営安定たい肥活用事業

■対象者　　町内に住所を有する販売農家等

支援内容
町内畜産農家のたい肥を生産に活用する場合、たい肥購入金額の半額を助成

（上限 10万円）

※申請期限・・・平成 31年 3月 29日（金）

２．耕作放棄地拡大予防事業

■対象者　　町内に住所を有する販売農家等

支援内容

①耕作する農地へ侵入した竹の駆除
⇒薬剤（デゾレート AZ粒剤）購入価格の半額補助（上限 3万円）
②耕作する農地に隣接する農道等の竹駆除
⇒薬剤（フレノック粒剤）購入価格の半額補助（上限 3万 8,000 円）

○新たに農業を始められる方への支援

１．農業次世代人材投資事業

支援の種類 準備型 経営開始型

対象要件

就農予定時の年齢が 45 歳未満であり、
大分県立農業大学校等で概ね１年以上（１
年につき概ね 1,200 時間以上）研修する
こと等

独立・自営就農時に年齢が 45 歳未満で
あり、農業で生計が成り立つ実現可能な
計画（青年等就農計画）を作成し、町長
に認められること等

支援内容 最大 150 万円 /年　最長 2年 最大 150 万円 /年　最長 5年

		
２．大分県親元就農給付金

支援の種類 準備型 経営開始型

対象要件

親元就農予定時の年齢が 45 歳未満であ
り、大分県立農業大学校農学部 2年生ま
たは研修部生（長期コースのみ）である
こと等

親元就農時（平成28年度以降の方が対象）
の年齢が 45 歳未満であり、５年後の家
族経営の所得が 250 万以上増加となる経
営発展計画を作成し町長に認められるこ
と、家族経営協定を締結していること等

支援内容 最大 150 万円 /年　最長 1年 最大 100 万円 /年　最長 2年

３．新たな担い手就農支援事業

■対象者　　町内に住所を有する販売農家等

支援内容
平成 29年４月１日以降に就農した方に対し、農業用機械や施設などの整備、生産資材
の購入費用の半額補助（上限 20万円）
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○農地の賃貸に対する支援

１．機構集積協力金事業

■対象者	 �新規に農地中間管理機構（以下、『機構』という）に農地を貸して、他の農業者へ貸付けされた方や
地域

		

支援内容

①地域集積協力金
地域内の農地を一定割合以上貸付けた地域に交付されます。
⇒交付額　1万円 /10a　※貸付割合により交付単価が変わります

②経営転換協力金
農業をやめる場合や、担い手が農業部門の一つをやめる場合に全農地を
貸付けた方に交付されます。
⇒交付額　3万円 /10a　※貸付面積によって上限額があります

③耕作者集積協力金
機構が借り受けた農地に隣接した農地などを貸付けた場合、農地の所有
者もしくは耕作者に交付されます。
⇒交付額　5千円 /10a

※申請期限・・・平成 30年 8月末日まで（申請を希望される方はお早目にご相談ください）
※農地中間管理機構・・・農地を借り受けて希望者への貸付けを行う公的機関

２．中山間地域等担い手交付金事業

■対象者　　人・農地プランに位置づけられている認定農業者等

支援内容
中山間地域にある既経営農地と連たんした農地を農地中間管理機構から 5年以上借りた
方に交付されます。
⇒交付額　1万円 /10a（水田を畑地化し、高収益品目に取り組む場合は 2万円 /10a）

※申請期限・・・平成 30年 8月末日まで（申請を希望される方はお早目にご相談ください）

３．経営規模拡大チャレンジ事業

■対象者　　町内に住所を有し、新規に 6年間以上の利用権設定した方（ただし、途中で解除となった場合は返還）

支援内容

①農地流動化支援
利用権設定期間中、耕作を行う方に交付されます。
⇒交付額　○地権者：5千円 /10a
　　　　　○耕作者：2万円 /10a

②再生利用支援
①の対象者のうち、耕作放棄地に対して利用権設定をした方に交付され
ます。
⇒交付額　耕作者：2万円 /10a

③経営安定支援

①の対象者のうち、概ね１ha 以上の利用権設定等をした方、もしくは、
②の対象者のうち、概ね 0.5ha 以上の利用権設定等をした方が、農業用
機械施設等を整備する場合に交付されます。
⇒交付額　耕作者：取得価格の半額（上限 200 万円）

※�平成31年1月31日までの利用権設定分が対象（平成30年12月20日の午前中までに農業委員会で手続きしてください）
※年度内に作付けをし、実績報告が必要となります。

各事業にはその他にも要件がありますので、
希望される方は農林水産課までお問い合わせください。

■問合先　農林水産課　☎ 73-3127
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�

保
護
者
31
・
３
％
、
教
職
員
82
・
２
％
、『
夏

休
み
の
短
縮
』
の
み
実
施
が
保
護
者
30
・
５
％
、

教
職
員
13
・
２
％
、『
土
曜
授
業
』
の
み
実
施

が
保
護
者
20
・
０
％
、
教
職
員
４
・
６
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

○
『
二
学
期
制
』
に
つ
い
て

　
『
継
続
し
た
ほ
う
が
い
い
』
が
保
護
者
33
・

３
％
、
教
職
員
63
・
２
％
、『
ど
ち
ら
で
も
よ
い
』

が
保
護
者
46
・
５
％
、
教
職
員
22
・
６
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

○�

学
校
運
営
協
議
会
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー

ル
）
の
取
組
に
つ
い
て

　
『
十
分
把
握
』
と
『
だ
い
た
い
把
握
』
が
あ

わ
せ
て
20
％
程
度
で
し
た

○
『
キ
ッ
ズ
ウ
イ
ー
ク
（
※
）』
の
推
進
に
つ
い
て

　

保
護
者
・
教
職
員
と
も
半
数
近
く
が
他
地
域

の
様
子
を
み
て
検
討
し
た
ら
い
い
と
回
答
し
て

い
ま
し
た
。

　

以
上
が
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
す
が
、
そ
の
他

自
由
記
述
欄
に
は
日
出
町
の
教
育
に
関
す
る

様
々
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
日
出
町
の
子

ど
も
に
と
っ
て
よ
り
よ
い
教
育
を
め
ざ
し
て
、

様
々
な
施
策
の
提
言
や
実
施
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

※�

キ
ッ
ズ
ウ
イ
ー
ク･･･

学
校
の
夏
休
み
な
ど
の

長
期
休
業
日
の
一
部
を
学
期
中
の
平
日
に
移
し

て
設
定
す
る
学
校
休
業
日
の
分
散
化
や
分
散
化

さ
れ
た
学
校
休
業
日
に
合
わ
せ
た
有
給
休
暇
取

得
の
促
進
、
休
日
に
お
け
る
多
様
な
活
動
機
会

の
確
保
を
図
り
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
大
人
と

子
ど
も
が
向
き
合
う
時
間
を
確
保
す
る
取
組
。

　
新
学
習
指
導
要
領
に
つ
い
て日出

町
教
育
委
員
会

　

小
学
校
で
は
平
成
32
年
度
か
ら
、
中
学
校
で

は
平
成
33
年
度
か
ら
全
面
実
施
さ
れ
る
新
学
習

指
導
要
領
で
す
が
、
本
年
度
か
ら
移
行
措
置
と

し
て
、

○�

小
学
校
３
・
４
年
生
で
外
国
語
活
動
、
小
学

校
５
・
６
年
生
で
外
国
語
科
の
内
容
を
一
部

取
り
扱
っ
て
い
る
。

○�

道
徳
は
、
小
学
校
で
昨
年
度
採
用
決
定
し
た

教
科
書
を
使
っ
て
『
道
徳
科
』
と
し
て
実
施

し
て
い
る
。

な
ど
、
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
全
面
実
施
に
向
け
て
、
小
学
校
の
授

業
時
数
が
週
当
た
り
１
時
間
増
え
る
こ
と
に
と

も
な
っ
て
、
各
市
町
村
で
は
授
業
時
数
の
確
保

が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
土
曜
授
業

実
施
や
夏
休
み
の
削
減
な
ど
を
進
め
て
い
る
他

市
町
も
あ
り
ま
す
。

　

日
出
町
で
は
、
平
成
16
年
度
か
ら
二
学
期
制

を
導
入
し
て
き
ま
し
た
の
で
、
他
市
町
村
と
は

状
況
が
異
な
り
ま
す
が
、
小
学
校
で
の
授
業
時

数
が
増
え
、
ゆ
と
り
が
な
く
な
る
こ
と
や
、
各

小
・
中
学
校
に
エ
ア
コ
ン
設
置
が
完
了
す
る
こ

と
な
ど
、
今
後
の
施
策
に
ど
う
反
映
す
る
か
が

課
題
で
す
。

　

今
年
２
月
に
保
護
者
・
教
職
員
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○�

『
土
曜
授
業
』
と
『
夏
休
み
の
削
減
』
に
つ
い
て

　
『
ど
ち
ら
も
実
施
し
な
い
ほ
う
が
よ
い
』
が

『防災士』の資格が取れる！
『大分県防災士養成研修』を受講しませんか？

　地域における防災の中核を担うリーダーを養成するために、大分県主催で『平成 30 年度大分県防災士
養成研修』が開催されます。
　研修では、地震・津波をはじめとする様々な災害の特性や対策について学び、修了者は防災士の資格
試験を受験できます。
　地域の防災力向上のために、この研修を受講される方を募集します。女性ならではの視点、目線での
活動を拡充するため、女性の方も募集中です！！
　皆さんのご応募をお待ちしています。

■日時　　　１日目　10 月 27 日（土）　９時～ 17 時（予定）
　　　　　　２日目　10 月 28 日（日）　９時～ 16 時（予定）
　　　　　　※２日目 16 時～ 17 時に防災士資格試験を行います。
■会場　　　杵築健康福祉センター（杵築市大字猪尾 941）
■募集人数　30 名（�受講対象者が日出町、杵築市、国東市の３市町のため、希望者多数の場合は抽選に

なります。ご了承ください。）
■受講対象者
　日出町在住で、自治区の防災活動に積極的に参加する意思のある方（自治区への加入必須）。　
※本人の申請書と別に、区長からの推薦書が必要です（様式あり）。
※原則として、防災士資格取得後は『日出町防災士会』に加入していただきます。
■研修受講料　無料（受講料は負担します）
■申込期限　　９月７日（金）17 時まで ■問合先　総務課  危機管理室　☎ 73-3150
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定 期 相 談　 ① 図書館だより
日出町立図書館　☎ 72-3232

新刊案内

●行政相談
　場所	 役場新館１階　相談室
　日時	 ７月３日（火）10時～ 15時
　	 ８月７日（火）10時～ 15時
　問合先	 総務課　☎ 73-3150
●消費生活相談
　場所	 商工観光課（役場旧館２階）
　日時	 月～金曜日（※祝休日を除く）
　　　　　８時 30分～ 17時
　※�専門相談員の在席は、月・木曜日（休
庁日の場合は翌開庁日）の９時 30分
～ 16時 30分

　問合先	 商工観光課　☎ 73-3158
●無料人権相談所
　相談先	 大分地方法務局杵築支局
	 ☎ 0978-62-2271
　なびダイヤル　☎ 0570-003-110
●法律相談（要予約）
　日時	 第２火曜日（保健福祉センター）
	 第４火曜日（役場 333 会議室）
	 ※祝日の場合は休み
	 13 時 30 分～ 16時 30分
　費用	 30 分につき 5,400 円
	 ※�収入が一定以下の方および多

重債務の相談は無料
　申込・問合先　大分県弁護士会
		  　☎ 097-536-1458
●行政書士無料相談会
　（第２金曜日・申込不要）
　場所	 333 会議室（役場新館 3階）
　日時	 ７月 13 日（金）13時～ 16時
　	 ８月 10日（金）13時～ 16時
　問合先	 大分県行政書士会杵築支部
　　　　　☎ 72-0975（阿部）
●公証人による無料相談会
　（第 1水曜日・要申込）
　場所	 333 会議室（役場新館 3階）
　日時	 ７月４日（水）15時 30分～ 17時
　	 ８月１日（水）15時 30分～ 17時
　問合先	 大分公証人合同役場
　　　　　☎ 097-535-0888
※定期相談は P.21 にも掲載しています。

■７月の休館日

　２（月）・９（月）・17（火）・23（月）・30（月）

■読み聞かせ（おはなしのへやで開催）

○『ブーフーウー』による読み聞かせ

　日時：　７月 14 日（土）　11 時～ 11 時 30 分

　対象：　乳幼児～小学生

○『FUMFUM（ふむふむ）』による読み聞かせ

　日時：　７月 28 日（土）　11 時～ 11 時 30 分

　対象：　乳幼児

■図書館見学ツアー

　毎月行っていましたが、今年度から年２回程度に変更します。

『�DIY でキャンピングギアをつくる本』
学研プラス：刊

　キャンピングギアを自分でつくってみよう！
キャンプで使う、テーブルやチェアなどの製作手
順をわかりやすく写真付きで解説している。オリ
ジナルの道具を使ってのキャンプは、きっと特別
なものになるはず。ホームセンター・パーフェク
トガイド付き。

『ばけバケツ』
軽
か る べ

部  武
たけひろ

宏：作　　小峰書店：刊

バケツがころんでできたみずたまり。そこへ、ヤ
マネコ、フクロウなど、どうぶつたちが順番にやっ
てきて・・・。月が美しい夜におきた不思議な出
来事を、ダイナミックな絵で表現しています。次
はどんな展開になるのかと、お話に引き込まれて
しまい、読み終わった後にあらためてタイトルを
思い出す、そんな絵本です。

『さざなみのよる』
木
き ざ ら

皿  泉
いずみ

：著　　河出書房新社：刊

　主人公・小
お ぐ に

国ナスミ（享年 43）と彼女を取り巻
く人々の物語。ナスミや彼女を取り巻く人々、そ
れぞれの視点からみた連作集になっています。著
者は夫婦脚本家で、ナスミの家族はテレビドラマ
にも登場しています。いのちというものについて
描かれた感動作品。
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町長室から
日出町長　本田 博文 第 15 回

　

５
月
28
日
頃
に
九
州
北
部
が
梅

雨
入
り
し
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、

雨
が
降
ら
な
い
日
が
多
か
っ
た
の

で
す
が
、
６
月
20
日
の
未
明
に
は

大
雨
警
報
が
発
令
さ
れ
る
ほ
ど
の

雨
が
降
り
ま
し
た
。

　

梅
雨
明
け
は
、
気
象
庁
に
よ
る

と
、
平
年
は
７
月
19
日
頃
と
の
こ

と
で
す
の
で
、
そ
れ
ま
で
は
大
雨

に
注
意
が
必
要
で
す
。
昨
年
７
月

の
九
州
北
部
豪
雨
の
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
、
雨
量
に
は

十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

危
険
と
思
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
避

難
す
る
心
構
え
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

町
立
図
書
館
に
つ
い
て

　

４
月
10
日
に
、
町
立
図
書
館
の

来
館
者
が
、
30
万
人
を
達
成
し
ま

し
た
。
平
成
27
年
７
月
18
日
に
開

館
し
て
以
来
、
２
年
と
２
６
７
日

目
に
し
て
の
達
成
で
す
。

　

図
書
館
の
利
用
者
は
、
本
を
借

り
ら
れ
る
方
や
読
書
を
さ
れ
る
方
、

学
習
や
資
料
作
り
に
利
用
さ
れ
る

方
、
そ
し
て
読
み
聞
か
せ
に
参
加

さ
れ
る
方
な
ど
様
々
で
す
。

　

平
成
29
年
度
の
町
立
図
書
館

の
利
用
状
況
に
つ
い
て
は
、
来

館
者
数
が
10
万
２
９
１
０
名

で
す
。
本
の
貸
し
出
し
総
数
は
、

13
万
８
２
７
５
冊
で
、
内
訳
は
、

未
就
学
児
が
９
・
２
㌫
、
小
学
生

が
15
・
４
㌫
、
中
学
生
が
１
・
４

㌫
、
高
校
生
が
０
・
５
㌫
、
一
般

が
73
・
５
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
学
習
室
は
、
全
部
で

４
８
１
０
名
の
方
が
利
用
さ
れ
て

い
て
、
内
訳
は
未
就
学
児
が
０
・

１
㌫
、
小
学
生
が
８
・
５
㌫
、
中

学
生
が
13
・
０
㌫
、
高
校
生
が

30
・
５
㌫
、
一
般
が
47
・
９
㌫
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
本
を
借

り
る
の
は
一
般
の
方
が
主
で
す
が
、

小
学
生
も
友
達
連
れ
で
来
館
し
て

利
用
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、

学
習
室
に
つ
い
て
も
同
じ
く
一
般

の
方
の
利
用
が
多
い
で
す
が
、
夏

休
み
時
期
に
は
中
学
生
や
高
校
生

の
利
用
が
多
い
こ
と
か
ら
、
勉
強

に
利
用
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が

わ
れ
ま
す
。

　

図
書
館
の
開
館
は
、
９
時
30
分

か
ら
19
時
ま
で
（
土
曜
日
、
日
曜

日
、
祭
日
は
17
時
30
分
ま
で
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ベ
ビ
ー
カ
ー
や

車
椅
子
も
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、

小
さ
な
お
子
様
連
れ
の
方
や
足
の

不
自
由
な
方
も
安
心
し
て
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
。

　

ま
た
、
本
の
検
索
は
、
タ
ッ
チ

パ
ネ
ル
式
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
で
で

き
る
よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
し
、

自
動
貸
出
機
も
設
置
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
本
の
検
索
は
、
自
宅
に

い
て
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
て
で
き
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
使
え
ば
貸
出
し
済
の
本
を
借

り
る
予
約
も
行
え
る
ほ
か
、
貸
出

し
中
の
本
が
返
却
さ
れ
た
ら
予
約

者
に
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
毎
週
第
２
、
第
４

土
曜
日
に
未
就
学
児
や
小
学
生
を

対
象
に
本
の
読
み
聞
か
せ
も
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、『
ブ
ー
フ
ー

ウ
ー
』
と
『
Ｆふ

む
Ｕ
Ｍ
Ｆふ

む
Ｕ
Ｍ
』
と

い
う
町
内
の
２
つ
の
読
み
聞
か
せ

グ
ル
ー
プ
に
行
っ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
28
年
度
か
ら
図
書

館
内
の
中
央
閲
覧
ス
ペ
ー
ス
で
年

に
一
回
、『
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト
』
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
県
立
芸
術
緑
丘
高
等
学

校
の
生
徒
さ
ん
に
演
奏
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
も
の
で
、
昨
年
度
は

２
３
０
名
の
方
に
ご
来
館
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
年
度
も
実
施
の
予

定
で
す
。
そ
の
ほ
か
、
昨
年
度
に

は
、『
さ
ざ
ん
か
』
と
い
う
町
内

の
ギ
タ
ー
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん
に

よ
る
『
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
の

夕
べ
』
や
、
フ
ル
ー
ト
奏
者
・
成

清
愛
さ
ん
と
の
合
奏
で
『
ギ
タ
ー

と
フ
ル
ー
ト
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
』
も

実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

町
立
図
書
館
は
、
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
す
べ
て
の
町
民
が
集
い
、

学
び
、
交
流
す
る
場
所
と
し
て
、

文
教
の
町
に
ふ
さ
わ
し
い
『
交
流

と
学
び
の
拠
点
』
に
な
る
よ
う
に
、

こ
れ
か
ら
も
努
め
て
い
き
ま
す
の

で
、
皆
さ
ま
の
ご
利
用
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

『クラッシックミニコンサート』の様子
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　丸岡忠雄さんは、山口県光市出身の詩人で
す。この詩は、丸岡さんが、長男誕生の日に被
差別部落に生きる父の願いをこめて詠んだもの
です。

☆『ふるさとは遠きにありても…』

　遠く離れていても、なつかしく、そして誇り
を持って自慢したいと、誰もが思うのが、ふる
さとです。
　しかしながら、自分のふるさとを名のること
で、差別され、傷つき、悲しい思いをする人が
います。生まれ育った場所を理由に、交際や結
婚を反対されたり、就職に不利になったりする
ことが未だに起こっています。これが部落差別
問題（同和問題）です。

☆情報化社会のなかで

　情報化社会となった現代、インターネットを
使った悪質な誹謗中傷などの差別事象が後を絶
ちません。例えば、特定の地区の名称や映像を

こころのまど ふるさとを誇りたい

ふるさと

丸岡　忠雄

“ふるさと”をかくすことを

父はけもののような鋭さで覚えた

ふるさとをあばかれ

縊
い し

死した友がいた

ふるさとを告白し

許
い い な ず け

婚者に去られた友がいた

吾
あ こ

子よ

お前には

胸張ってふるさとを名のらせたい

瞳をあげ　何のためらいもなく

“これが私のふるさとです”

と名のらせたい

丸岡忠雄 詩集『ふるさと』より

人権コラム

住民課／生涯学習課

ネット上に流して、差別意識を助長させる行為
が発生しています。
　また、部落差別解消に向けて活動している団
体や個人に対して、匿名で中傷や嫌がらせを繰
り返している実態があります。
　インターネットでは、誤った情報でも、匿名
で発信され、不特定多数の人の目に留まり、さ
らに拡散してしまいます。一度ネット上に流さ
れた情報は削除が困難なため、当事者は長い間
苦しい思いをします。これらの行為は、同和問
題への無理解・偏見を助長し、差別意識を広め
る許せない行為です。

☆『どこから来たの？』

　2011 年３月の東日本大震災による原発事故
では、避難をした人々に対する放射線に関わる
差別も大きな社会問題となりました。
　転校を余儀なくされた児童・生徒が、「どこ
から来たの？」と問われて、福島から来たこと
を話すと、転校先の子どもたちから「放射能が
うつる」と言われ、いじめにあっているという
悲しい実態も数多く報道されました。
　ここにも誤った情報と偏見から生み出された
差別があります。とても残念なことです。

☆『人権意識を働かせる』こと

　部落差別問題も、放射能の問題も、正しい知
識や情報を知ることで、不合理や不当性を見抜
くことができます。間違った知識や差別や偏見
からは、住みよい社会を築くことはできませ
ん。異なる環境や立場にいる人のことをきちん
と理解しようと意識することが、互いを尊重す
ることにつながります。このことは、障がいの
ある人、外国人、性的マイノリティなどの少数
派の人々の人権問題にも通じることです。
			 
☆『瞳をあげて』

　誰もが『瞳をあげて』ふるさとを自慢できる
社会を築くために、そして、これから育ちゆく
子どもたちの希望ある未来のために、私たち大
人が人権感覚を磨いていくことが求められてい
ます。

2018.7 ⑭2018.7⑮



健　康
子育て

　これから赤ちゃんを迎える妊婦さんとその家族の方を対象
に、妊娠・出産・育児についての知識や関心を深めるための教
室を開催します。ぜひ、この機会にご家族の方とご一緒に参加
してみませんか。
　参加ご希望の方は、下記期限までにお申し込みください。

■日時　８月 18 日（土）　10 時～ 12 時 15 分
　　　　※９時 50 分までにお越しください。
■場所　保健福祉センター　母子保健室
■持ってくるもの
　母子健康手帳、筆記用具、ハンドタオル
※楽な服装でお越しください。
■申込期限　８月８日（水）�
■テーマ　�赤ちゃんを迎えるための心の準備のお話、赤ちゃん

のお風呂の入れ方、妊婦体験、赤ちゃんのためのわ
らべ唄と読み聞かせ　など

■申込・問合先
　子育て支援課　母子保健係　☎ 73-3177
※�当日連絡される場合は、保健福祉センター☎ 73-1337 へ
　おかけください。

両親学級

＊診療時間 9時～ 17時
＊��町報発行後に休日当番医が変更にな
る場合があります。各医療機関や健康
増進課にご確認ください。

7 月の休日当番医
健康増進課　☎ 73-3130

交流ひろばHiCaLi  一時託児室     
☎  72 - 6611

●季節のおりがみ教室【夏まつり】
　7月12日（木）10時～12時
　参加費100円（託児利用の方は無料）
●おうちの整理収納教室
【幸せが集まるリビング・ダイニング編】
　7月14日（土）10時30分～11時30分
　参加費500円（託児利用の方は300円）
※要予約　定員12名　7月11日（水）締切
●エコたわし教室
　7月20日（金）13時～15時
　参加費500円（託児利用の方は300円）
●親子自作ラジオ教室
　7月28日（土）13時～16時
　参加費1,000円（託児利用の方は800円）
※要予約　定員12名　7月21日（土）締切

【運営】NPO法人パワーウェーブ日出

～７月の休日当番医～
	 1日	日出児玉病院	 72-2724
	 8日	八重眼科医院	 73-1221	
	15日	鈴木病院	 73-2131
	16日	こうまつ循環器科内科クリニック	73-0077
22日	松本整形外科クリニック	73-2775
29日	サンライズ酒井病院	72-2266

～８月の休日当番医～
	 5日	江本眼科	 28-1700
	11日	てしまこどもの杜クリニック	28-0870	
12日		さくら医院（皮膚科）	28-0777
	19日	金田耳鼻咽喉科医院	28-0810
26日	日出児玉病院	 72-2724

　ふれあい食堂にこにこは、子どもと大人が気軽に集まり、一
緒にご飯を食べる食堂です。
　共働き家庭やひとり親家庭が増え、子どもを取り巻く環境が
変化するなかで、食事を通じて、子どもたちが気軽に立ち寄り、
また、お年寄りの方と楽しく安心して過ごせるふれあいの場で
す。

【第３回】
■日時　８月 11 日（土・祝）11 時～ 13 時（予定）　
■場所　保健福祉センター
■対象者　
　藤原地区にお住まいの子ども（幼稚園児・小学生）および
　65 歳以上の方
■料金　1人 200 円
■定員　30 名（定員になり次第申し込みを終了します）
※事前の申し込みが必要です（申込締切日８月１日（水）まで）

詳細は下記までお問合せいただくか、町ホームページをご覧く
ださい。

■主催　日出町女性団体連絡協議会　　　
■事務局　総務課
■申込・問合先　☎ 73-3150

子どもとお年寄りの
ふれあい食堂にこにこ

８月は
藤原地区
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オレンジカフェひとやすみ
　物忘れに関する相談や、情報交換を気軽にできる場です。物
忘れが気になっている方、家に閉じこもりがちになっている方、
配偶者や両親のことを相談したいご家族など、いろいろな方が
集まっています。お茶やお菓子を準備しております。費用は無
料です。お気軽にお越しください。
　毎月第１水曜日、第３木曜日に開催しています。
○７月 19 日（木）　10 時～ 12 時
　場所：交流ひろばHiCaLi 多目的室
○８月１日（水）　10 時～ 12 時
　場所：深見記念館（二の丸館横）
■問合先　地域包括支援センター　☎ 73-3115

４月１日から新生児聴覚検査の
助成が始まりました

　大分県すべての市町村で、平成 30 年４月１日以降に生まれ
た赤ちゃんを対象に、新生児聴覚検査の助成が始まりました。
県内医療機関で出産の方は、病院で受診票などの説明があり、
自己負担はありません。
　しかし、県外医療機関で出産の方につきましては、一旦自己
負担の後、払い戻しの手続きが必要になります。出産後、子ど
も医療などで、子育て支援課にて手続きの際に、県外で出産さ
れた旨をお申し出ください。受診票未交付の方には交付させて
いただきます。
■問合先　子育て支援課　☎ 73-3177

日出町地域子育て支援センター

　H
は ぐ

UG くみ ７月の相談日

■申込・問合先
　日出町地域子育て支援センターH

は ぐ

UG くみ　☎ 85-8820

①　栄養相談日
　　　７月 12 日（木）10 時 30 分～ 12 時 30 分
　　　相談員：渡邊千恵子（森永乳業栄養士）
②　ペアレントメンター相談日
　　　７月 18 日（水）10 時 30 分～ 12 時 30 分
　　　相談員：海口廣子（精神保健福祉士）、松尾典子、三砂裕美（ペアレントメンター）
③　気になる子どもに寄り添う子育て相談会『暖暖』（※要申込）
　　　７月 25 日（水）10 時～ 12 時
　　　相談員：田中秀征（発達障がい者支援センター ECOAL）　協力：つむぐ
④　助産師相談日
　　　７月 27 日（金）10 時 30 分～ 12 時 30 分
　　　相談員：深見育子（助産師）

※いずれも敬称略

○子育て講習会 （※要申込）
　『�自然が育む生きる力』～ほめない、叱らない、認める関わり方と自己肯定感～
　７月７日（土）14 時～ 16 時
　講師：戸高  諒（みんなの学校代表）

さざんか児童館     ☎ 72 - 8383

●��七夕まつり
　�七夕飾り作りやそうめん流しの体験ができます
　7/7(土) 10時30分～13時
●赤ちゃん広場（要申込･200円）
　7/9(月) ･8/6(月) 10時30分～
●友達を作ろう！（要申込･400円）
　併設しているこども園に体験入園できます
　対象：H28年4月2日～H29年4月1日生（1歳児）
　7/10(木) 10時15分～
●��ママのお部屋（要申込･400円）
　～スクラップブック＆寝相アート～
　7/19(木) 10時～12時
●集まれちびっこ（中央公民館）
　7/19(木) 10時30分～12時
●すくすく☆成長の記録
　7/23(月) 10時～12時
●��親子グループ活動　10時30分～
	 0～1歳児	 7/4･11･18(水)
	 2歳児	 7/13･20(金)･26(木)
	 3～5歳児	 7/3･10･17(火)

日出町地域子育て支援センター
Ｈ

は ぐ

ＵＧくみ　　☎ 85 - 8820

●�マタニティ・ヨガ (妊娠５カ月以上安定
期の方･要申込･500円)　

　7/4(水) ･18(水)11時～12時
●�産後deヨガ (産後1年以内ママと赤ちゃん･

要申込･300円･バスタオル持参)
　7/9(月)･23(月)11時～12時
●�親子リトミック教室 
　(乳幼児･要申込･ボール持参)
　7/10(火)11時～12時
●�えいごであそぼ！Peek-a-boo
　7/11(水) 11時～11時30分
●�たのしい絵本の読み聞かせ (乳幼児)
　7/20(金) 11時15分～11時45分
●�マタニティハンドメイド『てづくりスタイ』 
　 (妊娠中の方･要申込･300円)
　7/24(火) 10時～12時
●�WAKUWAKUつみきくらぶ 
　7/25(水) 10時30分～12時
●�ひじハピ『わくわく交換会』
�　�(子育て中ママ･要申込･10品以上の交換

品を持参)　7/17(火) 10時30分～12時

日出町児童館     ☎ 85 - 8820

●��サイエンス講座『天体観測をしよう！』
(小中高校生･要申込･200円･筆記用具,タ
オル,水筒を持参)
　※雨天時は、工作とお話をききます
　7/21(土) 18時30分~21時
●�そうめん流しをしよう！ (小学生･要申込

･タオル,ビニール袋,水筒,軍手持参)
　7/28(土) 13時30分~15時30分
●�スポーツチャンバラをしよう！ (小学生･

要申込･タオル,水筒持参)
　7/31(火) 13時30分~15時
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後期高齢者医療被保険者証をお持ちの方へ

■平成 30年度　保険料額決定通知書等の送付について　

　平成 30 年度の保険料が決定しましたので、７月中旬に決定通知書等をお送りします。

保険料の納め方については、通知書の『期別保険料額』をご覧ください。

○特別徴収額の欄に保険料額が記入されている場合は、その月の年金から差し引かれます。

○�普通徴収額の欄に保険料額が記入されている場合は、その月の納期限までに納付書等で保険料を納めてい

ただくようになります。ただし、口座振替申請をされている方は、納期限の日に通知書に記載している金

融機関から振り替えさせていただきますので、手続は必要ありません。

■平成 30年度　限度額適用・標準負担額減額認定証の申請受付　

　外来や入院時に自己負担限度額を超えるような場合、以下の証を医療機関に提示することで、医療費が限

度額までの負担となります。申請先は、お住まいの市町村後期高齢者医療の担当窓口です。手続き方法など

詳細は、お住まいの市町村の担当窓口にお問い合わせください。

※『限度額適用・標準負担額減額認定証』については、入院時の食事代も減額されます。

■『限度額適用・標準負担額減額認定証』

◇対象者　平成 30 年度住民税非課税世帯に属する方

※現在お持ちの方で、平成 30 年度も該当となる方には、７月中旬に新しい証を送付しますので、手続きの必

要はありません。

■『限度額適用認定証』（平成 30 年８月新設）

◇対象者　住民税課税所得 145 ～ 690 万円未満の現役並み所得区分の世帯に属する方

【非自発的失業者の保険料の減免について】

　�非自発的に失業した方は、申請により保険料が減免される場合がありますので、広域連合または市町村の

担当課にお問い合わせください。

■問合先	 大分県後期高齢者医療広域連合　☎ 097-534-1771（代表）
■申請窓口	 健康増進課  国保医療係　☎ 73-3133

■新しい被保険者証の送付について　

　現在お持ちの黄色の被保険者証は、７月末で有効期限が切れます。８月以降ご使用いただく被保険者証を

お住まいの市町村より、７月中旬にお送りします。

○ �新しい被保険者証は、書留郵便にてお送りします。８月以降は、新しい被保険者証

をご使用ください。

○ 新しい被保険者証は緑色で、有効期限は、平成 31 年 7月 31 日です。

○『一部負担金の割合』は、平成 29 年中の所得に基づいて判定しています。

○被保険者証は折りたたみタイプです。半分に折って使ってください。

○裏面に臓器提供の意思表示ができます。

○被保険者証は上記の保険料額決定通知書とは別に送付します。
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歯科口腔健診のお知らせ（後期高齢者医療広域連合から）
　大分県後期高齢者医療広域連合では、今年度 76 歳の誕生日を迎える方を対象に歯科口腔健診を実
施します。歯科口腔健診は、肺炎等の疾病につながる口腔機能の低下を予防するために行います。
　口腔内の健康は、いきいきとした生活を送るためにも必要ですので健診を受けましょう。

■問合先	 大分県後期高齢者医療広域連合	 ☎ 097-534-1771（代表）
		  健康増進課  国保医療係　		  ☎ 73-3133

８月から高額療養費の上限額が変わります
　高額療養費制度とは、ひと月に医療機関に支払った額が高額になった場合に、定められた上限額を超えて
支払った額を払い戻す制度です。上限額は、個人や世帯の所得に応じて決まっています。
　平成 30 年８月から、上限額（月ごと ・ 70 歳以上）が以下の表のように変わります。
　あわせて『限度額適用認定証』が必要になる場合がありますので、ご留意ください。

対 象 者
大分県後期高齢者医療の被保険者で今年度 76 歳の誕生日を迎える方
※対象者には、６月中に受診券、問診票、実施機関一覧を送付しています

検 査 項 目
問診、歯および入れ歯の状況、かみ合わせ、口腔内の状況、歯周病の状況、
のみこみ機能の状況

実 施 期 間 ７月から 12 月まで

実 施 場 所
大分県後期高齢者医療広域連合と契約した歯科医療機関
※実施機関一覧と受診券を一緒に送付しています
※健診を受診するときは事前予約が必要です

持参するもの

被保険者証（カード）、歯科口腔健診受診券（Ａ４用紙）、問診票（受診券の裏面）
※�被保険者証や歯科口腔健診受診券を忘れたり、紛失したりすると歯科口腔健
診を受診できない場合がありますので、お手元にない場合はお問い合わせく
ださい

費 用 歯科口腔健診にかかる費用は年１回のみ無料です

（※１） �世帯収入の合計額が 520 万円
未満（１人世帯の場合は 383
万円未満）の場合や、「旧た
だし書所得」の合計額が 210
万円以下の場合も含みます。

（※２） �過去 12 カ月以内に３回以上、
上限額に達した場合は、４回
目から「多数回」該当となり、
上限額が下がります。

（※３） �住民税非課税世帯の方につい
ては、従来どおり、限度額適
用・標準負担額減額認定証を
交付します。

■問合先
大分県後期高齢者医療広域連合
☎ 097-534-1771（代表）
健康増進課  国保医療係
☎ 73-3133
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ひかえめ塩分じっこうしよう！
～節塩の第一歩～

○日出町の食塩摂取量が県内で一番多い（H28 県民健康意識行動調査）

○日出町の健康課題は、脳血管疾患である

上記の要因から『節塩推進事業』を実施して、食塩摂取源の特徴が見えてきました。

■�食習慣をチェックした結果から算出した食塩摂取量が多い人と、尿検査から算出した食塩摂取量が
多い人を比較すると、男女で飲食する物の頻度に違いがありました。
⇒女性は『みそ汁』『漬物』『せんべい』の摂取が多いと尿検査からの食塩摂取量が多くなる。
⇒男性は『家庭の味つけ』が濃いと尿検査からの食塩摂取量が多くなる。

■参考として食塩摂取が多くなる事と関係がありそうな要因として、下記が挙げられました。
⇒体重、血圧、漬物、家庭の味付け、麺類の汁を飲む量

節塩の第一歩を踏み出したところですが、
さらに歩みを進めることで『いつまでもいきいきな日出町』をめざしていきます。

病後児（病児）保育の様式が変更されます
　日出町で実施している『病後児保育』および、杵築市で実施している『病児保育』を利用
する時に必要な『医師連絡票』（かかりつけ医に記載してもらう書類）が、6月 1日から日出町・
杵築市間で統一化されました。利用される方は、以下のとおりご注意ください。

○����������������������新しい連絡票の様式は、日出町・杵築市内の小児科等、病後児（病児）保育施設、または
役場（役所）に置いています。古い様式を病院に持参することのないよう、注意してくだ
さい。

○�連絡票のみが統一化されますので、それ以外の様式は、日出町・杵築市のそれぞれが指定
するものを利用してください。

○�小学生に限り、連絡票の料金として最大で 500 円の自己負担が発生
する可能性があります（診察時に連絡票を取得する場合は、自己負担
が発生することはほとんどありません）。

■問合先　子育て支援課　子育て支援係　☎ 73-3177

※別府大学の分析報告から
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●家庭児童・母子婦人相談
　相談先	 子育て支援課　☎ 73-3177
●いつでも子育てほっとライン
　相談ダイヤル　☎ 0120-462-110
	 　　　　（24時間 365 日受付）

●障がい児・者等支援相談
　相談先	 �社会福祉法人みのり村・みのり

障がい者生活支援センター　

	 ☎ 75-7020

　相談先	 児童発達支援センター『プリンちゃん』
	 ☎ 28-0250

●障がい児・者生活支援相談
　相談先	 太陽の家障害者生活支援センター
	 ☎ 72-1682（８時～ 17時）

●障がいのある方の『親なきあと相談室』
　日時　　平日（祝日、年末年始を除く）
　　　　　９時～ 17時

　場所　　渓泉寮けいせんプラザ
　問合先　大分県渓泉寮　☎ 72-1721
　※相談無料

　※事前の申込が必要です

●高齢者総合相談
　相談先	 地域包括支援センター
	 （健康増進課内）☎ 73-3115

●こころの相談会
　（完全予約制の個別相談・無料・秘密厳守）
　場所　　保健福祉センター
　日時　　７月７日（土）・11日（水）
　　　　　８月８日（水）

　　　　　９時～ 12時、13時～ 16時

　※７月７日は、原則 40歳未満の方が対象

　問合先　福祉対策課　☎ 73-3126
　※日出町に住民票がある方に限ります

　※相談時間は１時間程度

　※相談日の２日前までに要申込

●わいわい教室
　日時　　７月 13日（金）10時～
　場所　　保健福祉センター
　対象　　発達に支援が必要なお子さんの保護者
　内容　　教育委員会の方との懇談会
　問合先　子育て支援課　☎ 73-3177

定 期 相 談　 ②

※定期相談はP.13 にも掲載しています。

　人は日本脳炎ウイルスを保有する蚊（コガタアカイエ
カ）にさされることで、日本脳炎ウイルスに感染します。
感染した 100 人～ 1,000 人に 1人が脳炎などを発症する
と報告されています。命を落としたり、後遺症を残す例
も見られます。意識して予防しましょう。

■予防方法①・・・蚊に刺されない
　�日没以降、野外の外出時は虫除けスプレーの使用や、
長袖、長ズボンを着用するなど衣類の工夫をしましょ
う（コガタアカイエカは日没以降から活動が活発にな
る特徴があります）。

■予防方法②・・・予防接種を受ける
【定期接種の対象年齢】
○１期：生後６カ月以上 90 カ月未満（標準：３歳から）
○２期：９歳以上～ 13 歳未満（標準：９歳）
※�２期に行う追加接種はワクチンの抗体価を持続するた
めには大事な接種です。忘れずに接種に行きましょう。
※�平成 17 年の積極的な勧奨の差し控えにより、平成７
年４月２日から平成 19 年４月１日に生まれた 20 歳未
満で、１期・２期の接種を受けられなかった方は、公
費で接種することができます。４回の接種が完了して
いるかどうか母子健康手帳で確認をしましょう。

■町内実施医療機関
　岡田内科クリニック、酒井医院、
　てしまこどもの杜クリニック、矢野小児科医院、
　吉岡内科医院（小学生以上）

■問合先　子育て支援課　母子保健係　☎ 73-3177

蚊の時期です！
日本脳炎を予防しましょう

　毎年、暑い時期になると、車内に放置された子どもが
熱中症で亡くなる事故が発生しています。
　短時間であっても、車内は 50 度以上の高温になり、
子どもの命に関わる危険性があります。
　このような状況に子どもを放置することは『児童虐待』
に該当するとされています。
　悲しい事故を未然に防ぐため、子どもの車内放置は絶
対にやめましょう。

幼い命を車内放置事故から
守りましょう！
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『広報ひじ』に
広告を掲載しませんか？

（※有料広告です）
広告掲載をご希望の場合は、

以下までお問い合わせください。

政策推進課　広報広聴係　☎ 73-3116

※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。

法律面・経営面から
あなたの事業をサポートします

TEL ０９７７－７６－５０６３
別府市元町１９番１０号　別府ビル３０５（ゆめタウン別府そば）

永澤・正岡法律事務所

弁　　護　　士 　　　永澤　史貴
弁護士・中小企業診断士　正岡　　諭
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戦没者遺児による
慰霊友好親善事業への参加募集

　日本遺族会が実施している当事業への参加者を募集し
ています。先の大戦で父などを亡くされた遺児を対象に、
父などの戦死した旧戦域を訪れ、慰霊追討を行うととも
に、同地域の住民と友好親善を図ります。
　今年度は 15 地域および特定３地域を計画しています
（詳細はお問い合わせください）。

■参加費　10 万円
※�集合場所までの往復交通費、帰国時宿泊代、渡航手続
手数料などは含まれていません。
■�対象者　戦没者の遺児（それ以外の方は参加できません）
※�参加者の疾病などにより付添人が必要な場合はご相談
願います（付添人は自己負担）。
■申込方法
　在住する都道府県の遺族会事務局へ申込
■問合先　（一財）日本遺族会　☎ 03-3261-5521
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※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。

を
開
催
し
ま
す
。
毎
月
第
２
・

第
４
火
曜
日
に
開
催
。
申
込
は

不
要
で
す
。

▼�

日
時　

７
月
10
日
（
火
）・

24
日
（
火
）
10
時
～
11
時

▼�

場
所

　

�

日
出
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
（
日
出
郵
便
局
隣
）

▼
対
象

○
町
内
在
住
60
歳
以
上
の
方

○�

セ
ン
タ
ー
の
趣
旨
に
賛
同
さ

れ
る
方

▼�

問
合
先　

日
出
町
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー

☎
75
‐
９
６
２
０

身
体
に
や
さ
し
い
整
体
施
術
会

　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
知
恵
が
伝

え
る
、
プ
ロ
に
よ
る
身
体
に
や

さ
し
い
整
体
の
施
術
会
で
す
。

参
加
費
は
無
料
で
す
が
、
予
約

が
必
要
で
す
。
楽
な
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▼�

日
時　

７
月
12
日
（
木
）・

26
日
（
木
）　

10
時
～
17
時

※
ど
ち
ら
か
１
日
を
選
択

▼�

場
所　

深
見
記
念
館

▼�

定
員　

各
７
名

▼
予
約
・�

問
合
先

　

�

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
知
恵
袋
の

会
事
務
局

☎
72
‐
６
０
０
４

が
ん
患
者
サ
ロ
ン
陽
だ
ま
り

　

が
ん
患
者
サ
ロ
ン
と
は
、
が

ん
を
体
験
し
て
い
る
仲
間
や
、

そ
の
ご
家
族
の
交
流
の
場
で

す
。
一
人
で
悩
ま
ず
サ
ロ
ン
を

覗
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。
参
加

無
料
、
申
込
不
要
。

▼
日
時　

７
月
13
日
（
金
）

　

14
時
～
16
時

▼�
場
所　

交
流
ひ
ろ
ば
Ｈ
ｉ
Ｃ

ａ
Ｌ
ｉ

▼�

対
象　

が
ん
患
者
さ
ん
、
ご

家
族
（
ご
家
族
だ
け
の
参
加

も
可
）

▼�

内
容　

お
茶
を
飲
み
な
が
ら

の
フ
リ
ー
ト
ー
ク
、
ハ
ン
ド

マ
ッ
サ
ー
ジ

▼�

問
合
先　

が
ん
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー（
別
府
医
療
セ
ン
タ
ー
）

☎
67
‐
１
１
１
１

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

▼�

開
催
日　

９
月
12
日
（
水
）・

13
日
（
木
）

▼
場
所

　

杵
築
市
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼�

受
付
期
間　

８
月
８
日

（
水
）
～
17
日
（
金
）

講  

座

▼
受
講
料　

７
５
０
０
円

▼
定
員　

80
名

▼
申
込
書
の
入
手
方
法

○�

各
消
防
本
部
（
局
）、
当
協

会
の
窓
口
で
配
布

○�

日
本
防
火
・
防
災
協
会
お
よ

び
当
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

※�

講
習
会
当
日
の
申
し
込
み
は

で
き
ま
せ
ん
。

▼
申
込
・
問
合
先

○
大
分
県
消
防
設
備
安
全
協
会

☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
３
１
２
５

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

　

消
防
法
第
13
条
の
23
の
規
定

に
基
づ
き
危
険
物
の
取
扱
作
業

の
保
安
に
関
す
る
講
習
が
８
月

下
旬
か
ら
10
月
上
旬
に
か
け
て

県
内
各
会
場
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
詳
細
つ
い
て
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼�

申
請
書
受
付
期
間　

７
月
17

日
（
火
）
～
25
日
（
水
）

▼�

受
講
申
請
書
受
付
場
所

　

�

各
地
区
危
険
物
安
全
（
防

災
）
協
会
事
務
局

　鉄道に関する事故は、一歩間違えれば脱線事故や感
電事故など、大惨事を引き起こす可能性があります。
　建物の建設・解体や、庭木や山林の木の伐採など、
線路に近接した作業を行う場合は、ＪＲ九州へご相談
ください。

『鉄道近接工事』にご注意ください！

■問合先
　ＪＲ九州大分鉄道事業部　☎ 097-513-5853
※詳しくはＪＲ九州のホームページをご覧ください。

2018.7 ㉒2018.7㉓



サンライズ酒井病院／72-2266
72-5770コー ルセンター ／

★ ★

整形外科・脳神経外科・内科・外科・リハビリテーション科・リウマチ科

サンライズ酒井病院 土曜日も
通常診療

子宮がん検診、乳がん検診、骨粗鬆症検診を行っています。

乳がん検診は毎日行っています。
子宮がん検診（毎週月曜日・金曜日）は女性医師

乳がん検診は毎日行っています。

脳ドック・人間ドック・企業健診▶月～土曜日
協会けんぽ健診 ご本人とご家族も対象！

お気軽にお問合せを
別府湾ロイヤルホテル

国道10号

歩道橋
→日出中心部

→仁王

←大分

↑黒岩グラウンド

JR豊後豊岡駅

豊岡小 第二谷口歯科
松屋寺

GS

老人ホーム希空

※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。

▼�
受
講
手
数
料　

４
７
０
０
円

（
大
分
県
収
入
証
紙
で
納
入
）

▼�

問
合
先　

杵
築
速
見
消
防
組

合
警
防
課
危
険
物
係

☎
０
９
７
８
‐
62
‐
４
３
２
８

子
育
て
支
援
Ｕ
Ｐ
プ
ロ
グ
ラ
ム

『
パ
ソ
コ
ン
講
座
』

　

年
齢
・
性
別
を
問
い
ま
せ

ん
。
託
児
（
有
料
）
も
あ
り
ま

す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
申

込
時
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※
パ
ソ
コ
ン
持
込
可

▼
場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼�

募
集
締
切　

７
月
25
日（
水
）

【�

ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
基
礎
講
座
③
】

▼�

日
時

　

�

８
月
３
・
10
・
17
・
24
日
（
金
）

　

10
時
～
12
時

▼
受
講
料

　

３
０
０
０
円
（
全
４
回
）

【
無
料
Ｉ
Ｔ
相
談
】

▼�

日
時　

８
月
２
日
・
16
日

（
木
）
13
時
～
15
時

▼
申
込
・
問
合
先

　

パ
ワ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
日
出

☎
75
‐
８
６
３
７

け
ん
こ
う
体
操　

笑
ヨ
ガ

　

動
き
や
す
く
楽
な
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。
参
加
費
無

料
。
申
込
不
要
。

▼�

日
時　

７
月
19
日
（
木
）

　

10
時
～
11
時
30
分

▼�

場
所　

別
府
医
療
セ
ン
タ
ー

２
階
大
会
議
室

▼�

対
象　

患
者
さ
ん
、
ご
家
族

お
よ
び
一
般
の
方

�

▼��

問
合
先　

が
ん
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー（
別
府
医
療
セ
ン
タ
ー
）

☎
67
‐
１
１
１
１

県
交
通
事
故
相
談
（
無
料
）

　

交
通
事
故
の
被
害
者
、
加
害

者
な
ど
を
対
象
に
、
人
身
事
故

や
物
損
事
故
な
ど
交
通
事
故
の

相
談
を
、
電
話
や
面
談
で
応
じ

ま
す
。

▼�

相
談
日　

月
曜
日
～
金
曜
日

（
祝
日
を
除
く
）

▼�

時
間　

８
時
30
分
～
12
時
、

13
時
～
17
時
15
分

▼
場
所　

大
分
県
庁
別
館
５
階

▼
問
合
先　

県
交
通
事
故
相
談
所

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
１
６
６

目
と
見
え
方
の
教
育
相
談
会

　

県
立
盲
学
校
で
は
、
視
覚
に

関
わ
る
巡
回
教
育
相
談
を
以
下

相  
談

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

▼�
日
時　

８
月
21
日
（
火
）
10

時
～
15
時

▼�

会
場　

別
府
教
育
事
務
所

　

３
階
大
会
議
室

▼
対
象

　

�

視
覚
障
が
い
の
あ
る
幼
児
児

童
生
徒
成
人
、
及
び
そ
の
保

護
者
・
関
係
者
（
保
育
士
・

教
員
な
ど
）

▼
相
談
内
容

　

�

家
庭
で
の
接
し
方
や
、
保

育
・
教
育
・
医
療
に
関
す
る

こ
と

▼
申
込
方
法

　

�

希
望
者
は
市
町
村
教
育
委

員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
の
う

え
、
相
談
票
を
教
育
委
員
会

に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※�

高
校
生
以
上
の
方
は
、
盲
学

校
へ
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切　

８
月
６
日
（
月
）

※�

不
明
な
点
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先　

　

県
立
盲
学
校
（
大
分
市
）

☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
２
６
３
８

　公証人は、公正証書の作成などの職務を行う国
の機関です。以下のような悩みをお持ちの方は、
お気軽にご相談ください（毎月第１水曜日開設）。
※事前予約制です。

〇�相続争いを防止して、自分の意思どおりに財産
を譲りたい（遺言）
〇�最も信頼できる人を後見人に指定して、老後の
財産管理を託したい（任意後見）
〇�離婚を考えているが、相手が子供の養育費など
をきちんと支払ってくれるか心配（離婚給付）
※�この他にも、債務弁済、示談など様々な契約に
ついてもご相談承ります。

■日時　８月２日（水）　15 時 30 分～ 17 時
■�場所　日出町役場 333会議室
■申込・問合先
　大分公証人合同役場　☎ 097-535-0888

公証人による無料相談会
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町
民
文
芸

※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。

 

町
民
文
芸

 

町
民
文
芸

（俳
句
）

　
　
　
　
　
　
　
　

日
出　

永
松
美
知
子

夏
鳥
や
海
と
空
と
の
青
に
舞
う

　
　
　
　
　
　
　
　

真
那
井　

渡
辺　

薫

闇
に
消
え
闇
に
現
れ
蛍
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　

豊
岡　

森
永
三
千
代

梅
拾
う
こ
ろ
こ
ろ
転
が
る
梅
拾
う

　
　
　
　
　
　
　
　

豊
岡　

坪
田　

京
子

早
咲
き
の
ひ
ま
わ
り
の
花
は
し
ゃ
ぐ
猫

　
　
　
　
　
　
　
　

豊
岡　

森
永　

晏
司

梅
雨
の
夜
の
旨
き
刺
身
は
地
元
産

　
　
　
　
　
　
　
　

日
出　

定
平　

勝
義

子
供
達
の
歓
声
上
が
る
苺
狩

『
土
地
家
屋
調
査
士
の
日
』

無
料
相
談
開
設
の
お
知
ら
せ

　

大
分
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

で
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
一
環

と
し
て
、
以
下
の
と
お
り
無
料

相
談
所
を
開
設
い
た
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

▼�

日
時　

７
月
31
日
（
火
）

　

10
時
～
15
時

▼�

場
所　

中
央
公
民
館　

青
年

研
究
室

▼�

相
談
担
当
者　

大
分
県
土
地

家
屋
調
査
士
会
会
員

▼�

相
談
内
容

①
土
地
境
界
に
関
す
る
相
談

②�

土
地
の
登
記
（
分
筆
・
合
筆
・

地
目
変
更
な
ど
）
に
関
す
る

こ
と

③�

建
物
の
登
記
（
新
築
・
増
築
・

取
り
壊
し
な
ど
）
に
関
す
る

こ
と

※�

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼�

問
合
先

　

大
分
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
７
７
０
９

　

同
杵
築
支
部

☎
72
‐
８
９
５
７

外
国
人
無
料
相
談
会

　

県
内
在
住
の
外
国
人
の
方
を

対
象
と
し
た
無
料
相
談
会
で

す
。
悩
み
ご
と
な
ど
を
相
談
員

が
お
聞
き
し
ま
す
（
英
語
な
ど

通
訳
あ
り
）。
予
約
不
要
。

▼�

日
時　

８
月
５
日
（
日
）、
９

月
２
日
（
日
）　

13
時
～
16
時

※
毎
月
第
１
日
曜
日
開
催

※�

毎
月
第
３
水
曜
日
に
も
同
じ
時

間
・
場
所
で
『
在
留
外
国
人
無

料
相
談
』
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼�

場
所　

国
際
交
流
プ
ラ
ザ

（iichiko

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
地

下
１
階
）

▼
相
談
内
容
（
一
例
）

　

�

国
際
結
婚
の
手
続
き
を
知
り
た

い
、
日
本
国
籍
を
取
得
し
た
い
、

家
族
を
呼
び
寄
せ
一
緒
に
暮
ら

し
た
い
、
会
社
を
経
営
し
た
い
、

な
ど

▼
問
合
先　

Life Support

（
原
田
）

☎
０
９
７
９
‐
43
‐
６
３
２
９

※�

電
話
相
談
は
受
け
付
け
て
い

ま
せ
ん
。

県
立
工
科
短
期
大
学
校

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

　

当
日
は
、
実
際
に
授
業
で
行

う
実
習
な
ど
を
再
現
し
、
学
生

自
ら
が
案
内
・
説
明
を
行
う
ほ

か
、
個
別
相
談
コ
ー
ナ
ー
も
開

設
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼�

日
時　

７
月
21
日
（
土
）

�

�13
時
30
分
～
16
時
（
受
付
13

時
～
13
時
30
分
）

※�

８
月
19
日
（
日
）
に
も
同
様
に

開
催
す
る
予
定
で
す
。

▼�

問
合
先

　
�

県
立
工
科
短
期
大
学
校

　

学
生
支
援
班

☎
０
９
７
９
‐
23
‐
５
５
０
０

そ
の
他

（短
歌
）

　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原　

村
岡　

祥
子

朝
顔
の
芽
生
え
待
ち
つ
つ
義ち

ち父
偲し

の

ぶ

屋
根
ま
で
届
く
竹
立
て
く
れ
し

　
　
　
　
　
　
　
　

川
崎　

石
和
ト
シ
コ

兄
の
文
返
信
不
要
と
届
き
た
り

血
染
め
の
日
の
丸
父
に
託
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　

日
出　

杉
田
美
智
子

病
む
わ
れ
の
折
れ
し
心
に
届
き
く
る

友
ら
の
厚
き
見
舞
い
に
涙
す

　
　
　
　
　
　
　
　

大
神　

藤
野　

和
子

傷
だ
ら
け
の
十
年
目
と
な
る
わ
が
車

手
放
す
気
に
も
な
ら
ぬ
免
許
も

　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原　

目
代
み
や
子

芍し
ゃ
く
や
く

薬
の
朱
の
芽
立
ち
五
、六
寸

赤
子
に
似
た
り
触
る
る
柔
肌

　
　
　
　
　
　
　
　

川
崎　

濱
本
紀
代
子

冷
蔵
庫
の
白
菜
真
中
を
切
れ
お
れ
ば

ほ
が
ら
ほ
が
ら
と
菜
花
が
わ
ら
ふ
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社 会 福 祉 法 人 み の り 村
●ショートステイ
●デイサービスセンター
●ホームヘルパー
●ケアプランセンター
●介護・福祉タクシー
●配食サービス
●交流サロン「福ろう」

特別養護老人ホーム

杵築市日野1921-15☎０９７８-６２-２９７０

菩提樹

【地域と共に生きる】

※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。

大
分
県
バ
ス
協
会
か
ら
の
お
願
い

　

た
だ
い
ま
、
走
行
中
の
バ
ス

車
内
で
の
事
故
を
防
止
す
る
た

め
、『
車
内
事
故
防
止
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
』
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
（
７
月
１
日
～
31
日
）。

　

走
行
中
に
席
を
離
れ
る
と
、

転
倒
な
ど
思
わ
ぬ
け
が
を
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
お
降
り
の

際
は
、
バ
ス
が
停
留
所
に
着
い

て
扉
が
開
い
て
か
ら
席
を
お
立

ち
願
い
ま
す
。

　

ま
た
、
バ
ス
は
安
全
運
転
に

徹
し
て
お
り
ま
す
が
、
や
む
を

得
ず
急
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
満
席
の
た
め

お
立
ち
に
な
っ
て
ご
利
用
い
た

だ
く
場
合
に
は
、
吊
革
や
握
り

棒
に
し
っ
か
り
と
お
つ
か
ま
り

く
だ
さ
い
。

　

バ
ス
の
車
内
事
故
防
止
に
皆

さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

歯
科
衛
生
士
の
資
格
を
取
得
し

ま
せ
ん
か

　

歯
科
衛
生
士
は
、
お
口
の
健

康
づ
く
り
と
口
腔
ケ
ア
で
、
笑

顔
の
あ
る
健
康
な
生
活
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
国
家
資
格
の
専
門

職
で
す
。
県
内
に
は
２
つ
の
歯

科
衛
生
士
専
門
学
校
が
あ
り
、

学
校
の
ご
紹
介
や
保
護
者
の
学

費
負
担
を
軽
く
す
る
奨
学
金
制

度
の
ご
紹
介
を
行
っ
て
い
ま

す
。
資
料
を
ご
希
望
の
方
は
、

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼�

問
合
先

○
大
分
県
歯
科
技
術
専
門
学
校

　

�（
別
府
市
亀
川
中
央
町
29
‐
10
）

☎
67
‐
３
０
３
８

○
大
分
歯
科
専
門
学
校

　

�（
大
分
市
千
代
町
３
‐
３
‐
８
）

☎
０
９
７
‐
５
３
５
‐
３
０
３
８

交
通
規
制
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
（
大
分
市
か
ら
）

　

大
分
市
で
は
、
８
月
３
日

（
金
）
～
５
日
（
日
）
の
３
日
間
、

大
分
七
夕
ま
つ
り
を
開
催
し
ま

す
。

　

ま
つ
り
会
場
と
な
る
中
央
通

り
（
48
万
人
の
広
場
）
の
周
辺

の
道
路
を
以
下
の
と
お
り
交
通

規
制
い
た
し
ま
す
。

　

車
両
通
行
上
、
ご
不
便
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
規
制
日
時

○�

８
月
３
日
（
金
）
18
時
20
分

～
21
時
30
分

○�

８
月
４
日
（
土
）
18
時
20
分

～
21
時
30
分

▼
規
制
区
域

　

�

中
央
通
り
、
国
道
１
９
７
号

を
中
心
に
大
分
市
内
中
心
部

周
辺
一
帯
の
道
路

　夏休みを利用して、裁判について勉強したいと考え
ている小学生を対象に裁判所見学ツアーを実施します。
　裁判官、検察官、弁護士への質問コーナーや法服を
着用しての記念撮影のほか、参加者のなかから、裁判官、
検察官、弁護人などの配役を抽選し、シナリオに沿っ
て模擬裁判を体験していただけます（６年生を優先し
て配役の抽選を行います。抽選結果によっては、模擬
裁判を体験できないことがあります）。
　法廷に入ってみたい人、夏休みの思い出づくりに参
加したい人、自由研究の題材にしたい人など、奮って
ご参加ください。お待ちしています。

■日時　８月８日（水）
　　　　○午前の部　９時 20 分～ 12 時
　　　　○午後の部　13 時 30 分～ 16 時 10 分
※�午前、午後とも 30 分前から第１号法廷前で受付を行
います。
■対象　小学４年生から６年生
※�午前、午後とも先着各 80 名（電話による申込先着順）
※保護者の同伴をお願いします（グループでの申込可）
■申込方法　下記まで電話でお申し込み
■申込期間　７月９日（月）～８月３日（金）
※定員に達した時点で締切
■場所　大分地方裁判所第１号法廷（北棟３階）
　　　　（大分市荷揚町 7-15）
※�駐車場は限りがあるため、車での来庁はご遠慮くだ
さい。
※�イベント当日、報道機関などの撮影取材が入る場合
があります。
■申込・問合先　大分地方裁判所  総務課庶務係
　　　　　　　　☎ 097-532-7161（内線 612）

裁判所見学ツアー
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※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。

町税等の納め忘れはありませんか？
　７月から地方税徴税強化事業として、大分県税務職員が日出町に派
遣され、県税職員と町職員が連携して徴収率向上に努めます。
　日出町では、督促をしても納めていただけない滞納者に対しては法
に基づき、預貯金・給与・不動産などの差し押さえをはじめとする滞
納整理に取り組んでいます。
　納期限までに納めることができない理由がある場合は、早めに税務
課にご相談ください。

国税徴収法第 47条　次の各号の一に該当するときは、滞納者の国税につ
きその財産を差し押えなければならない。
　一　滞納者が督促を受け、その督促に係る国税をその督促状を発した
日から起算して十日を経過した日までに完納しないとき。

■問合先　税務課  収納係　☎ 73-3123

日 出 町 の 人 の う ご き

世帯数	 12,300	（	 0）		  0
人　口	 28,480	（－	15）	 －	 58
	 男	 13,695	（	 0）	 －	 23
	 女	 14,785	（－	15）	 －	 35
	 南端	 281	（	 0）	
	 豊岡	 7,172	（－	10）	
	 日出	 5,977	（＋	23）
	 藤原	 3,865	（－	 7）
	 川崎	 6,073	（－	10）
	 大神	 5,112	（－	11）
	 （　）	内は前月比
		 内は平成 30 年４月１日比　

平成 30年６月１日現在の
住民基本台帳の登録人口

二の丸館 イベント情報

中央公民館ホールイベント情報

７月７日（土）10 時 30 分～ 12時
かゆあさワーク（消しゴムはんこ）
参加費 1,500 円
７月７日（土）13 時～ 15時
うさぎっこサンキャッチャー
参加費 1,500 円
７月８日（日）11 時～ 15時
添水の家・川島さんワークショッ
プ（竹）　参加費 2,000 円
 7 月 14 日（土）13 時～ 15時
福田さんワークショップ（折り紙
クラフト）　参加費 500 円

７月 16日（月）10 時～ 16時
豊友会カラオケ交流発表会
（無料、観覧可）
７月 16日（月）10 時～ 16時
湧水の里カラオケ愛好会交流発表会
（無料、観覧可）
７月 25日（水）10 時～ 11時 40分
／ 13時 30分～ 15時 10分
夏休み子ども映画劇場（『ズートピ
ア』上映）

お
誕
生
お
め
で
と
う

（  

）
内
は
保
護
者
名
・
区
名

（  

）
内
は
行
年
・
区
名

※
５
月
届
出
分
（
敬
称
略
）

柴
田
ア
サ
ヱ	

（
92	

西
）

北
村　

弘
行	

（
80	

若
宮
）

小
谷　

照
子	

（
87	

内
堀
）

伊
東　

正
吉	

（
86	

南
部
）

二
宮
礼
二
郎	

（
81	

一
北
）

吉
水　

佳
子	

（
69	

西
小
深
江
）

太
田　

忠
志	

（
81	

内
野
）

岡
崎
ス
ミ
ヱ
（
87	

三
尺
山
）

髙
松　

隆
男	

（
83	

高
尾
）

三
浦　

静
夫	

（
83	

片
原
津
）

佐
藤
ケ
サ
ヨ	

（
100	

八
代
）

古
野
雄ゆ

う
た
ろ
う

太
郎	

（
浩
太
郎
・
奈
々  

西
の
二
）

河
野　

瑛え

な南 	（
誠
治
・
美
穂  

日
出
本
町
）

石
和　

智と
も
き貴 	（

大
輔
・
あ
ゆ
み  

西
八
日
市
）

井
上　

零れ
い 	

（
裕
一
朗  

上
仁
王
）

山
口　

紗さ

な菜	

（
陽
平
・
理
沙  

東
仁
王
）

渡
邉
友ゆ

り

か

里
加 	（
久
典
・
奈
生
子  

内
堀
）

田
中　

凜り
ん 	

（
洋
昇
・
春
菜  

内
堀
）

加
藤　

蒼あ
お
と人 	（
潤
也
・
真
歩  

南
部
）

川
野　

紘ゆ
う
き輝 

（
公
彰  

中
部
）

荒
金　

優ゆ
う
か華	

（
髙
弘
・
志
偉  

則
次
）

木
下　

煌お
う
せ
い晟	

（
和
成
・
衣
未
里  

成
行
）

石
田　

悠ゆ
う
ま真	

（
隆
晃
・
有
紀  

北
大
神
）

大
石　

新あ
ら
た泰	

（
龍
哉
・
あ
す
か  

片
原
津
）

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

※
５
月
届
出
分
（
敬
称
略
）
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日出町と生活協同組合コープおおいたは、平成29年に『ふ
れあいで支える地域づくり包括連携協定』を結び、地域
住民の生活利便性向上に取り組んでいます。

サマージャンボ宝くじ
　１等前後賞合わせて７億円
　１等５億円、前後賞各１億円

サマージャンボミニ
　１等前後賞合わせて 7,000 円万円
　１等 5,000 万円、前後賞各 1,000 万円

７月９日 ( 月 ) 同時発売 !!
■販売期間　７月９日（月）～８月３日（金）

■抽選日　　８月 14 日（火）

（一財）全国市町村振興協会
2018.7 ㉘2018.7㉙
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